
0 

る
。 二
枚
舌
は
次
の
と
お
り
。

３
年
前
外
国
か
ら
日
本
国

債
の
格
下
げ
を
さ
れ
た
と
き

の
財
務
省
コ
メ
ン
ト
。
国
債

市
場
懇
談
会
議
事
要
旨
（
２

０
０
２
年
５
月
10
日
） 

・「
日
本
は
世
界
最
大
の
貯
蓄

過
剰
国
」 

・「
国
債
は
ほ
と
ん
ど
国
内
で

極
め
て
安
定
的
に
消
化
」 

・「
日
本
は
世
界
最
大
の
経
常

黒
字
国
、
債
権
国
、
外
貨
準

備
も
世
界
最
大
」 
外
国
に
は
日
本
の
国
債
は

極
め
て
安
定
的
。
日
本
国
民

に
は
日
本
は
財
政
危
機
。（
財

務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
ど
っ

ち
が
本
当
か
。 

３
・
日
本
国
民
ダ
マ
さ
れ
ち

ゃ
い
け
な
い
。 

財
務
省
は
国
債
で
は
な
く

と
に
か
く
国
税
庁
を
通
し
た

税
金
で
国
を
運
営
し
た
い
。

即
ち
増
税
し
た
い
。
こ
の
美

学
の
み
。
学
者
、
評
論
家
も

財
務
省
を
敵
に
す
る
と
出
世

（１）   夢・負けるものか      第１８８号                     （平成１７年１２月・平成１８年１月号）      平成１７年１１月２７日 
総理をねらう男・気さくな57才 
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両
親
を
見
送
り
、
息
子
が

結
婚
し
、
私
も
人
類
ホ
モ
サ

ピ
エ
ン
ス
と
し
て
の
務
め
は

終
わ
り
ま
し
た
。
後
は
世
の

為
、
人
の
為
に
献
身
し
ま
す
。

２
・
増
税
、
財
務
省
の
二
枚

舌
。 財
政
危
機
は
次
の
３
つ
を

１
・
母
が
82
才
、
亡
く
な
り

ま
し
た
。
大
変
皆
様
に
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。 

葬
儀
に
私
が
「
河
村
つ
や

子
の
あ
ゆ
み
」
と
し
て
書
い

た
も
の
で
す
。
多
く
の
読
者

の
皆
様
と
名
古
屋
空
襲
を
体

験
し
た
人
生
が
重
な
る
と
思

い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
読
み
く
だ

さ
い
。 

本
来
な
ら
小
さ
な
商
売
屋

の
長
男
と
し
て
、
ボ
ク
が
仕

事
を
継
が
ね
ば
な
ら
ぬ
と
こ

ろ
を
、
本
文
に
も
あ
り
ま
す

よ
う
に
途
中
か
ら
母
に
苦
労

を
か
け
て
き
ま
し
た
。 

日
本
最
強
と
も
言
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
河
村
た
か
し

後
援
会
。
20
年
前
最
初
の
ス

タ
ー
ト
は
オ
フ
ク
ロ
の
友
人

の
皆
さ
ま
で
し
た
。 

            様 
この新聞は河村たかし後援会ハトの会の皆様が心を込めて手配
りでお届けしたものです。何とぞ何とぞお読み下さいませ。 

 
 

                                     がお届け 
私                                しました。
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手
配
り
切
手 

一
面
・
表
は
真
面
目
な
話
、
精
一
杯
書
き
ま
し
た
。

二
面
・
裏
は
楽
し
い
行
事
を
い
っ
ぱ
い
書
き
ま
し
た
。 

で
き
な
い
。
政
治
家
は
国
税

に
調
べ
ら
れ
る
。
大
蔵
支
配

へ
大
逆
行
日
本
。 

昔
は
戦
争
の
た
め
に
国
債

を
出
し
た
。
今
の
国
債
は
国
内

貯
蓄
を
運
用
す
る
た
め
の
受

け
皿
。
巨
大
貿
易
黒
字
は
年
間

約
14
兆
円
（
平
成
16
年
）
も

あ
っ
て
、
国
全
体
の
貯
蓄
過
剰

は
50
兆
円
も
あ
る
。
経
済
学

史
上
初
め
て
の
状
態
。
だ
か
ら

日
本
国
債
も
売
れ
て
売
れ
て

し
ょ
う
が
な
い
。
ボ
ク
も
試
し

に
国
会
の
郵
便
局
に
買
い
に

行
っ
た
ら
、
発
売
と
同
時
に
売

り
切
れ
と
言
う
。
だ
か
ら
国
会

内
の
銀
行
が
持
っ
て
い
た
５

万
円
の
国
債
を
５
万
50
円
で

買
っ
た
。
こ
れ
で
も
国
債
は

「
悪
」
か
？
近
い
う
ち
日
本
国

の
大
ウ
ソ
と
し
て
出
版
予
定
。

４
・
名
古
屋
刑
務
所
事
案
超

不
当
判
決
。 

真
相
は
事
故
隠
し
の
国
策

捜
査
。
放
水
で
受
刑
者
死
亡

は
ウ
ソ
。
放
水
圧
は
名
古
屋

家
庭
用
水
道
の
1/3
以
下
。
風

呂
に
行
か
な
い
受
刑
者
を
洗

体
、
タ
オ
ル
で
拭
い
て
い
る
。

真
相
は
差
し
入
れ
ら
れ
て
い

た
硬
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
水
筒

を
割
っ
た
破
片
を
自
ら
肛
門

に
差
し
込
ん
だ
自
傷
事
故
。

と
こ
ろ
が
自
傷
行
為
か
ら
も

受
刑
者
を
守
る
の
が
保
護

房
。
刑
務
所
幹
部
は
事
故
を

起
こ
し
た
過
失
責
任
を
逃
れ

よ
う
と
し
た
。
法
務
省
幹
部

は
刑
務
所
幹
部
を
守
っ
て
現

場
刑
務
官
を
見
殺
し
に
し

た
。
組
織
（
法
務
省
エ
リ
ー

ト
）
を
事
故
防
止
の
管
理
義

務
違
反
か
ら
守
る
為
に
現
場

刑
務
官
の
故
意
犯
を
で
っ
ち

あ
げ
た
。
裁
判
所
も
検
察
庁
、

法
務
省
エ
リ
ー
ト
と
一
体
。

冷
静
に
判
断
で
き
ず
。
我
が

国
を
代
表
す
る
医
師
で
あ
る

日
本
外
科
学
会
の
会
長
や
、

受
刑
者
を
司
法
解
剖
し
た
法

医
学
者
が
法
廷
で
、
放
水
に

よ
る
受
傷
は
医
学
的
に
も
科

学
的
に
も
あ
り
得
な
い
と
明

確
に
因
果
関
係
を
否
定
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
裁
判
長

は
こ
れ
ら
の
証
言
の
信
用
性

を
何
ら
否
定
す
る
根
拠
を
示

す
こ
と
も
な
く
、
こ
れ
ら
の

無
実
を
証
明
す
る
証
言
を
こ

と
ご
と
く
無
視
し
、「
疑
わ
し

き
は
被
告
人
の
利
益
」
と
い

う
近
代
憲
法
の
大
原
則
に
反

し
て
検
察
を
か
ば
っ
た
。
驚

く
べ
き
不
当
な
判
決
だ
。 

ま
た
刑
務
官
の
暴
行
が
あ

っ
た
と
し
て
当
時
の
受
刑
者

や
そ
の
親
族
な
ど
か
ら
他
も

含
め
２
億
円
以
上
の
国
家
賠

償
請
求
も
あ
る
。
真
実
は
事

故
で
あ
り
管
理
責
任
の
み
を

問
う
べ
き
だ
。 

河
村
た
か
し
は
あ
え
て
言

え
ば
何
の
得
に
も
な
ら
ん

が
、
衆
議
院
法
務
委
員
会
野

党
筆
頭
理
事
を
務
め
た
社
会

的
責
任
、
そ
し
て
刑
務
官
の

暴
行
だ
と
暴
力
団
関
係
者
の

誤
解
に
基
づ
く
圧
力
に
も
負

け
ず
、
正
義
の
為
、
そ
し
て

受
刑
者
を
守
る
為
、
真
の
事

故
原
因
究
明
に
闘
い
続
け

る
。
こ
れ
も
出
版
予
定
。 

隠
す
た
め
の
国
民
だ
ま
し
究

極
の
ウ
ソ
。 

①
財
政
危
機
を
い
え
ば
国
民

に
増
税
を
辛
抱
さ
せ
ら
れ

る
。 

②
財
政
危
機
を
い
え
ば
国
民

に
貧
富
の
差
を
辛
抱
さ
せ
ら

れ
る
。 

③
財
政
危
機
を
い
え
ば
ろ
く

で
も
な
い
議
員
だ
と
思
っ
て

い
て
も
税
金
の
ム
ダ
遣
い
を

し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く

れ
と
国
民
に
高
給
職
業
議
員

の
存
在
を
辛
抱
さ
せ
ら
れ

母
死
ス 

戦
中
戦
後
を
生
き
抜
き
日

本
を
焼
土
か
ら
立
ち
直
ら
せ
て
く
れ

た
世
代
の
読
者
皆
様
に
感
謝
、
深
謝 

 

日
本
を
お
お
う
「
財
政
危
機
だ
か
ら

増
税
や
む
な
し
」
の
大
ウ
ソ 

 

名
古
屋
刑
務
所
事
案
刑
務
官
有
罪 

超
不
当
判
決 

 

議
員
年
金
廃
止
へ 

改
革
は
「
孤
独

な
一
人
」
か
ら 

～
テ
レ
ビ
出
演
の
お
知
ら
せ
～ 

関
口
宏
の
大
定
年
時
代
報
道
特
番 

12
月
7
日(

水) 

夜
10
時
～
11
時
25
分 

テ
レ
ビ
東
京
系 

テ
レ
ビ
愛
知
（
25
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

ク
イ
ズ
＄
ミ
リ
オ
ネ
ア
政
治
家
大
会 

12
月
8
日(

木)

・
15
日(

木) 

夜
7
時
～
8
時 

２
週
に
わ
た
っ
て
放
送 

フ
ジ
テ
レ
ビ
系 

東
海
テ
レ
ビ(

1
チ
ャ
ン
ネ
ル)

ニ
ュ
ー
ス
・プ
ラ
ス
１ 

 

12
月
9
日(

金)

夕
方
5
時
25
分
頃
～ 

 

日
本
テ
レ
ビ(

関
東
ロ
ー
カ
ル) 

激
テ
レ
！
金
曜
日 

12
月
23
日(

金)

昼
3
時
49
分
～
5
時
50
分 

よ
み
う
り
テ
レ
ビ(

近
畿
ロ
ー
カ
ル) 

年
末 

痛
快
エ
ブ
リ
デ
ィ
！ 

12
月
26
日(

月)

朝
9
時
55
分
～
11
時
25
分 

関
西
テ
レ
ビ(

関
西
ロ
ー
カ
ル) 

み
の
も
ん
た
の
サ
タ
デ
ー
ず
ば
ッ
と 

12
月
27
日(

火) 

夜
9
時
～
11
時 

Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
系 

Ｃ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ(

5
チ
ャ
ン
ネ
ル)

小
泉
チ
ル
ド
レ
ン
が
語
る
明
日
の
ニ
ッ
ポ
ン
（仮
）

12
月
29
日(

木)

夕
方
5
時
20
分
～
6
時
15
分 

中
京
テ
レ
ビ(

35
チ
ャ
ン
ネ
ル) 

中
京
ロ
ー
カ
ル

 

 

 

議員年金廃止法案提出（中日新聞 2005 年 10 月 21 日より抜粋） 

 
 
 
 

 
 

手
配
り
ハ
ト
の
会
会
員
、
東
区
四
〇
五
名
、
西
区
四
三
九
名
、
中
区
三
二
九
名
、
北
区
四
三
二

名
に
な
り
ま
し
た
。 

今
後
も
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
参
加
、
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

２
雑
誌 

・
月
刊
ア
サ
ヒ
芸
能
エ
ン
タ
メ
『
皆
さ
ん
、
ナ
メ
ら
れ
と
る
よ
！
』
徳
間
書
店
・
毎
月
一
日
発
売 

連
載
中
！
・
ノ
ン
フ
ィ
ク
ス
ナ
ッ
ク
ル
ズ
『
と
ろ
く
さ
ゃ
ぁ
こ
と
言
や
あ
す
な
！
』
ミ
リ
オ
ン
出
版
社
・
隔
月
十
日
発
売 

 

靖
国
問
題
。
名
古
屋
空
襲
を
生
き
抜
い
た
読
者
の
皆
様
。
河
村
た
か
し
が
な
ぜ
政
治
を
志
し
た
か
。
一
人
の
女
性
の
あ
ゆ
み
と
と
も
に
お
読
み
下
さ
い
。
公
私
混
同
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
総
理
靖
国
参
拝
に
賛
成
で
す
。
た
だ
し
、
条
件
と
し
て
無
差
別
爆
撃
被
害
者
へ
謝
罪
、
補
償
が
必
要
。 

国(一般会計)の財政状況の推移 歳 出 

税 収 

公債残高 

兆円 

兆円 

年度 

年度 

80 

40 

0 
50 元 17 

500 

250 

0 
50 元 17 

河村たかしへの手紙は…〒100―8981 衆議院第一議員会館 537号まで e-mail g01403@shugiin.go.jp 

「
邦
丸
ワ
イ
ド
ご
ぜ
ん
さ
ま
」
文
化
放
送
ラ
ジ
オ 

毎
月
第
三
金
曜
レ
ギ
ュ
ラ
ー
出
演
中
!!
次
回
12
月
16
日(

金)

9
時
～

変更の場合もございますので当日の新聞などで
ご確認下さい。又、その他番組が決まり次第、河
村たかしホームページにてご案内しております。


